30 年まえ， バブルはあったのか？〜覚書：バブル文化の社会的記憶の構成過程 by 清水 一彦
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1．要約（仮）




































　今から 30 年前，1989 年 12 月 29 日の東京証券
取引所大納会での取引時間中に日経平均株価は，






























































































































年と 1989 年は年ごと，1990 年 1 月から 1992 年 5
月までは月ごとのグラフにした。図 2は 1988 年
から同様の記事数の年ごとの推移だ。




















































は 1990 年秋口からで，2018 年までの間に朝日新
聞紙上には「バブル」ということばを含む記事が
45266 回掲載されている。1990 年からの 29 年間






































































































































































































































































やその立役者について，2004 年 10 月から 1年間
にわたって『週刊朝日』に連載された記事をまと
めたものだ。同書ではバブルの時期を「1986 年








































































「ウィンドウズ 95」は 1995 年になって発売され，
日本では 1990 年度末に 0.7％にすぎなかった携帯


































月 14 日）。馬場が 30 年前にこう感じていたかは
検証ができない。だが，この発言の真偽が問題な


















りありませんでした」（朝日新聞 2018 年 1 月 14





































となる。9 月に入っても 12 日号では「意識の高
まりが私を文楽に連れてゆく」，11 月 21 日号の
クリスマスプレゼント特集では「私たちの幸福の
カカク」とボルテージは上がったままだ。
　1992 年 1 月 16 日号では「そろそろ地中海で泳
ぐ大情報」，4 月 23 日号はリーズナブルな「伊
豆・箱根の 2万 5 千円台の名旅館 75 軒大情報」，
6月 18 日号にはモナコグランプリで「奇跡的勝
利の夜，セナと一緒にクラブへ行った。」とある。
































1 日 10 個限定 1 万円の〈クリスマスツリー・イ
ンペリアル風〉を紹介している。相変わらずであ








　翌 1994 年になっても混乱は続いて，2 月 3 日
号は「贅沢かもしれないけれど，ひと冬に 1 回
は，ぞんぶんにフグ・カニを食べたい !」と歯切


































































わいくても高価なのだが。9 月 28 日の「秋色の
鎌倉散策。」の 1軒目はたじまでふぐ刺し 1万 5
千円，コースで 3万円。「贅沢かもしれないけれ
ど／ひと冬に 1回は」と謙虚だった 1994 年 2 月
3 日号の慎みはどこにもない。10 月 12 日号は上
海ガニが，「今が食べ頃。さぁ，みんなで中華街
に繰り出そうッ!!」。同月 26 日号は「すし食い
ねェ !」で久兵衛にさゝ木。11 月 23 日号は「安
息の島バリ」で，切り口はもちろんゴージャスな
リゾートだ。




































て 1989 年と 1996 年の９月から 11 月で比較する
と，前者が 13 号中９特集あったのに対して後者






























PAN』， 1995 年 に は 『VERY』， 『 ラ・ ヴ ィ・
ドゥ・トランタン』， 1996 年には 『Grazia』， 1997


































































もてはやされた東京都港区芝浦に 1991 年 5 月 15
日にオープンした大型ディスコだ。特徴として言


















　朝日新聞での初出は 1992 年 8 月 8 日と開店か
ら 1年以上すぎてからだ。バブルとジュリアナ東












































































































2016 年以降の 4 回はバブル文化へのリバイバル
や憧れが流行しているという記事で，バブル文化
をポジティブにとらえている。2017 年 5 月 14 日
の記事タイトルは「（文化の扉）今ウケるバブル
文化　自由に生きる女性・寛容さ，社会にあっ




























































































（本稿は 2019 年 11 月 26 日に投稿した）
《注》
※URLは 2019 年 11 月 12 日に閲覧
（ 1 ）  2019.10.14 に朝日新聞の「聞蔵 II」で検索。「バ
ブル」で記事を検索すると，バブルスターなどバ
ブル経済とは関係のないことばも出てくる。本稿




（ 2 ） 「土地・株評価額，87 年の年間増は 480 兆円　




















    平均民間給与は https://www.nta.go.jp/publi-
cation/statistics/kokuzeicho/jikeiretsu/01_02.
htm
    日経平均株価は https://indexes.nikkei.co.jp/
nkave/archives/data?list=annually
















































が，1985 年と 2005 年には広告統計の基準が変更
されているので，時系列での評価がしにくい。し
190 30 年まえ， バブルはあったのか？
かし，雑誌が売れている時期には広告出稿も多く
なる傾向がある。したがって，ここでは，雑誌業
界の勢いを推定販売部数で代表させている。
（15）  http://www.stat.go.jp/data/nihon/index2.html　
日本の統計 2018（総務省）
（16） 「唐獅子図屏風（名画日本史　イメージの 1000
年王国をゆく）」
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